









































































中学の英語教科書Total English （学校図書）の出版方針では, 「実践的コ
ミュニケーション能力の基礎を育成する〈擬似コミュニケーション活
動〉をLessonごとに用意」すると謳われ, . . . 文学教材はほとんど用い












































力を育成する授業を展開できるかを論じた。 （玉井  38）


















































学教材の有効性を測るには重要な要素である。 （寺西  34  強調筆者）
資格試験の題材に、解釈の多様性を持つ文学作品は不向きなので使わ























































Ms. Brown: Jenny was a guide dog two years ago.  She helped her user a lot. 
They were very good friends.  Now she’s a PR dog.  She’s proud 
of her new job. （笠島 4）
そして、体験教室後、4人が抱いた感想が以下のように示される。
Sakura: Jenny was cute!  She looked happy with the instructor.
 Can we meet her again? 
Ichiro: I was very surprised.  Jenny sat beside the instructor and never barked. 
Kevin: Jenny was waiting quietly during the instructor’s speech.
 She looked very smart.
Becky: We can be like Jenny.  She’s very helpful.  Let’s help people, too.
（笠島 7）
このUnitで注目したいのが盲導犬のジェニーに会ったあとのベッキー










質を見ると、この “We can be like Jenny” は異なる意味を帯びてくる。ほか
の3人は、ジェニーがイントラクターと一緒にいると幸せそうにしており、
そのそばで決して吠えず、静かにしているさまに心を動かされている。ベッ



































ことを示さなければならない。 . . . 労働者は、職場を失うリスクを避
けようと齷齪しながら、従順かつ忠実に要求に応じることができるこ
とを示さなければならない。 （マラッツィ 43）
What modern management techniques are looking for is for ‘the worker’s soul 
to become part of the factory.’  The worker’s personality and subjectivity have 
to be made susceptible to organization and command. （Lazzarato 134）
これらの引用にある「従順かつ忠実に要求に応じる」労働者の姿、あるい
は “susceptible to organization and command” な労働者の姿は、 “sat beside the 
instructor and never barked”、“waiting quietly during the instructor’s speech”
と描写されるジェニーの姿と重なる。そして、 “the worker’s soul to become 
part of the factory” という状態が求められる労働者の姿は、ブラウン先生が
述べているようにジェニーが  “proud of her new job” である様子や、生徒の
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